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あとがき 

 21 世紀期待の最初の年は、世界的にはニューヨークの象徴であった貿易センタービルのテロによる

崩壊と、アフガンのアルカイーダに対する報復、日本においては不況による倒産とリストラなど大変な年

であった。平成14 年の新春を迎え「消化と吸収」VOl. 24、No. 2 の発行に至った。本号は第32 回日本

消化吸収学会（勝健一会長）のワークショップ「新しい消化・吸収の検査法の進歩」と一般演題で発表さ

れた内容が掲載されている。日本消化吸収学会の学会賞は平成10 年度から発足したが、昨年は冠学

会賞として「味の素賞」が加わり、今年は更に冠学会賞に天野エンザイムから「天野学術研究奨励賞」

が加わり、年に3 つの学会賞が贈呈されることになった。一つ学会で3 つの学会賞を贈呈しているのは、

当学会だけではなかろうか。今後、若い年代の研究者から多くの発表を期待したい。 

岩崎 有良 

 


